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ＳＧモータース会社概要

商 号 ＳＧモータース株式会社

設立日 昭和55年 5月 1日

事業内容 各種自動車の整備及び修理、各種自動車の販売及び賃貸、損害保険代理業、
自動車ボディ架装及び修理、自動車部品に関する販売

本社所在地 東京都江東区新砂1丁目8番2号 SGHビル新砂Ⅱ3F

代表取締役社長 羽田 斎

資本金 1,000 万円

従業員数 783人（2023年 3月31日現在）

事業所数 17営業店 ・ 5整備工場 ・ 2製造工場

http://www.sg-motors.co.jp
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2023年 3月31日現在



ＳＧモータース事業概要

整備（点検・車検・整備）

ＳＧホールディングスグループで稼働する大型車両から軽自動車など、全メーカーの
約30,000台に及ぶ車両の点検・整備・車検を、全国24ヶ所の自社整備工場と約
275ヶ所の提携整備ネットワークを構築し、サポート体制の拡大、品質向上に努めて
います。

新車・中古車販売

小型車両から大型車両などの貨物自動車のほか、自家用車や軽自動車など全メー
カー全車種の販売を行っています。同じく中古車両の販売についても、当社のネット
ワークによりお客さまの要望された車両を素早く提供することが出来ます。
またご要望があれば中古車両の再架装も可能です。

フォークリフト・特装車

フォークリフトなどの荷役車の扱いも可能です。各工場では資格を有した専門の整備
員を配置し、定期点検やメンテナンスを行うことが出来るため、迅速な対応によりお客
さまの機動力を更に高めます。
また、トレーラなど特装車両についても指定サービス工場として取扱が可能です。

緊急時のサポート

お出かけ時や業務途上で発生したお車の故障や事故の際には、24時間365日全国
どこへでも1時間以内に駆けつけることが可能なレッカーサービス「ファーストコール
24」を展開しています。
その他、車両に関する自賠責保険や各種任意保険等にも対応しています。
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ボディ製造

ボディ製造工場では、小型車から大型車までお客さまのご要望に応じたボディ架装
を行っています。汎用性の高いお勧めモデルから、冷凍冷蔵庫を搭載した３温度帯
輸送ボディ、完全オリジナル仕様まで幅広いボディをお届けします。

開発

製造部には新商品や新技術の開発を行う開発部門があります。お客さまのご要望
にあわせたボディの開発を手がけるほか、材料試験や温度検証など様々な視点で
の評価・検証を行い、安全と安心を提供します。



環 境 経 営 方 針

〈基本理念〉

当社は、自動車整備事業を営み、お客様に「安全」、「安心」を提供することをモットーとして、自動車業
界の「雄」となるべく、更なる企業の拡大に努めていくと共に、業界の模範となる活動を進めて行きます。
その重要課題として、環境問題への取り組みは人類共通の課題であり、企業の存在と活動に必須の要
件であることを認識し、SDGsの推進を視野に自主的、積極的に行動します。そのため、全従業員一致
団結して次の基本指針を実践するために、責任をもって行動します。

〈基本指針〉

１．エコアクション21に基づく環境経営システムに取り組み、環境関連の法令、条例等の規制事項を

遵守するとともに、地域・業界・顧客の満足と信頼の獲得を図ります。

また、グリーン購入や地域清掃などの環境活動についても計画的に実施します。

２．取り組むべき事項として次の重点項目を設定し、環境目標と活動計画を定め、必要に応じて

見直すことによって、環境経営及び環境負荷の継続的改善を図ります。

①電力や燃料使用量の削減により二酸化炭素排出量の削減を図ります。

②廃棄物の分別などにより発生抑制とリサイクルを推進します。

③事務所や工場での節水により、用水使用量の削減を図ります。

④使用する塗料や溶剤などの効率的使用により、化学物質の削減を図ります。

３．自社が行う活動やサービスの提供に関して、部材リサイクル率の向上及びボディ軽量化への

検討などを通じ環境配慮を行い、SGHグループ及び顧客の環境経営に貢献します。

４．全従業員に、この環境経営方針を周知し公表します。

2022年 2月 1日改定

ＳＧモータース株式会社

代表取締役社長 羽田 斎
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エコアクション21推進体制

当社は本社を中心に北海道から九州まで17ヶ所の営業店及び5ヶ所の整備工場、2ヶ所の製造工場で営業
展開しており、全国体制でエコアクション21を推進して参ります。
各営業店では店長を環境担当責任者とし、整備部門の責任者である工場長をエコアクション21の内部監査
員として活動します。

（１） 登録組織名 ＳＧ モータース株式会社

（２） 2022年度認証取得店、工場 （従業員合計 ： 783名）

（３） 適用業務範囲
自動車整備業・トラック車体製造業・新車販売業・中古車販売業・損害保険代理業

■2022年度認証取得範囲

環境管理責任者 ： 内藤 真由美
担 当 者 ： 竹本 好恵 （連絡先：℡03-3699-5670）
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2023年 3月31日現在

本社 札幌店 仙台店 新潟店 群馬店 埼玉店 新座工場

従業員　　　　　106名 23名 49名 22名 25名 61名 3名

延べ床面積　　　674.3㎡ 1426.7㎡ 2285.3㎡ 1324.1㎡ 1233.0㎡ 1740.3㎡ 229.8㎡

東京店 新砂工場 高井戸工場 南東京店 大井工場 三多摩工場 中京店 名古屋店

従業員　　　　　51名 6名 4名 56名 6名 4名 35名 20名

延べ床面積　　　2555.4㎡ 334.0㎡ 350.3㎡ 4214.2㎡ 198.1㎡ 196㎡ 2574.3㎡ 597.6㎡

金沢店 西大阪店 東大阪店 南大阪店 高松店 広島店 福岡店 太宰府店

従業員　　　　　16名 38名 45名 29名 22名 15名 34名 24名

延べ床面積　　　674.8㎡ 3,313.7㎡ 1558.3㎡ 1546.0㎡ 1973.7㎡ 576.0㎡ 953.7㎡ 918.9㎡

富士工場 岡山工場

従業員　　　　　57名 32名

延べ床面積　　　4929.1㎡ 5842.0㎡



環 境 経 営 目 標

エコアクション21 取得に向けた取り組みを2010年度から開始しました。

電力の排出係数 kg-CO2/kWh ： 2021年1月7日環境省公表の各拠点が所在する電力会社の数値
【北海道電力】 0.601 【東北電力】 0.0 【東京電力エナジーパートナー】 0.442 【中部電力ミライズ】 0.426
【北陸電力】 0.0 【関西電力】 0.318 【中国電力】 0.585 【四国電力】 0.411 【九州電力】 0.371

■目標値及び実績値（中長期目標として2018年度以降2025年まで同様に毎年1%ずつ上乗せする）

環境経営目標
削減目標値

（基準2017年度実績比）

基準年度
2017年度

2021年度 2022年度

単位
達成
評価

実績値 -4％ 実績値 -5％ 実績値

二酸化炭素排出量の削減

電力

使用量 3,677.6 3,530.5 2,999.5 3,493.7 2,844.5 千kWh 〇

二酸化炭素排出量 1,829.5 1,756.3 1,288.9 1,738.0 1,053.8 t-CO2 〇

燃
料

ガソリン

使用量 228.6 219.5 137.4 217.2 133.0 kl 〇

二酸化炭素排出量 530.0 508.8 318.7 503.5 308.6 t-CO2 〇

軽油
使用量 142.2 136.5 123.0 135.1 112.5 kl 〇

二酸化炭素排出量 374.8 359.8 317.2 356.1 290.3 t-CO2 〇

総排出量 2,734.3 2,624.9 1,924.8 2,597.6 1,652.7 t-CO2 〇

廃棄物排出量の削減 産業廃棄物 74.8 71.8 63.9 71.6 58.8 t/月 〇

一般廃棄物 13.7 13.2 11.5 13.0 11.2 t/月 〇

用水使用量の削減 用水使用量 31.3 30.0 24.0 29.7 22.5 千㎥ 〇

雨水利用の導入 一部利用 雨水利用 一部利用 雨水利用 一部利用 - 〇

化学物質使用量の削減 6.8 6.5 3.6 6.5 2.8 t 〇

グリーン購入の推進 エコ商品の使用 継続 継続 継続 継続 継続 - 〇

環境活動の推進
スチレンパネルの使用 維持 維持 維持 維持 維持 - 〇

清掃活動 2 2 0-2 2 0-2 回/年 〇

※ 電力起源の二酸化炭素は営業店、工場の合計である。

※ 母店管轄の新座工場、新砂工場、高井戸工場、大井工場、三多摩工場については、佐川急便内の一角で操業しており、個別数値は把握できないため、
目標数値設定はできず、定性的取り組みの評価にとどめている。
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※2017年度の二酸化炭素排出量の実績値は、その年の電力排出係数を使用
※北陸電力、東北電力は、再生可能エネルギーを契約しているためメニューAを使用

目標設定のための基準値は、2017年度の実績をベースに設定しています。2018年度は2017年度実績の1%減とし、2019年度以降は
毎年1%を上乗せした目標基準値（売上高単位）を設定しました。2022年度は、金沢店（電力使用量・用水使用量）、西大阪店（電力
使用量）、太宰府店（用水使用量）の基準年度を実態に合わせて見直し、2021年度実績の1％減を目標基準値（売上高単位）として
取り組みました。その他は、2017年度から5%減を目標基準値（売上高単位）として活動に取り組みました。



二酸化炭素排出量の推移

過去7年間の二酸化炭素排出量および自動車整備事業営業収益の推移を表しました。
二酸化炭素排出量は、2017年度に売上高増加に伴い一時的に増加しましたが、その後は継続して減少しま
した。売上高当たりの二酸化炭素排出量は、2016年度から6年連続で削減しています。
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※電力・ガソリン・軽油のみ集計
※2016年度から2020年度の二酸化炭素排出量は、2020年1月7日環境省公表の各拠点が所在する電力会社の数値を使用

2021年度、2022年度の二酸化炭素排出量は、2021年1月7日環境省公表の各拠点が所在する電力会社の数値を使用

2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度

二酸化炭素排出量（t-CO2）※ 2,485 2,606 2,473 2,308 2,302 1,925 1,653

自動車整備事業営業収益（百万円） 15,263 16,496 16,915 16,918 17,009 16,237 16,280

（参考） 二酸化炭素排出量（t） ÷
自動車整備事業営業収益（百万円）

0.163 0.158 0.146 0.136 0.135 0.119 0.102
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二酸化炭素排出量経年状況

二酸化炭素排出量（t-CO2） 自動車整備事業の営業収益（百万円）

（百万円） （t-CO2）



環 境 経 営 計 画

環境経営目標を達成するために、以下のとおり環境経営計画を定めております。次年度も以下の
環境経営計画に基づいて活動していきます。

8



環境経営計画の取組結果と評価【営業店・製造工場】

電力使用量、燃料（ガソリン・軽油）使用量、一般廃棄物排出量、用水使用量、化学物質使用量に関しては、各拠
点の全従業員が一丸となり取り組んだ結果が、削減に繋がっている。昨年未達成だった軽油使用量は、今年度社
有車にEV車２台を導入し、使用量削減に努めた。今後も導入の検討を実施していく。産業廃棄物排出量に関して
は、工場の水質改善施策により部品洗浄液の廃液や油水分離槽清掃時の汚泥の排出量が増えたため未達成と
なったが、廃棄物の分別を徹底し、従業員一人一人が環境に対する意識を持ち、目標達成に取り組んでいく。

■全体評価
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※評価点は営業店・製造工場の平均値

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 集計

エアコン室温管理の徹底 4 5 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4

電力使用量の削減 事務所、工場の照明管理の徹底 4 4 4 4 4 4 5 4 4 4 4 4

基準年比　 5.0 ％減 事務機・車両整備機器等の節電 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4

離席中のパソコン画面ＯＦＦ 4 4 5 4 4 5 5 5 5 4 4 5

計画(kwh) 5,694.2 4,969.0 4,320.2 4,681.0 5,505.1 4,695.7 4,734.3 5,277.3 6,131.5 8,042.1 6,943.6 4,479.2 65,473.2

実績(kwh) 5,197.3 4,550.0 4,525.4 5,039.4 5,495.9 5,097.5 4,489.2 4,890.6 6,579.9 7,041.7 6,170.4 4,240.4 63,317.7

売上高100万円単位 計画比 -8.7% -8.4% 4.8% 7.7% -0.2% 8.6% -5.2% -7.3% 7.3% -12.4% -11.1% -5.3% -3.3%

車両のメンテの徹底 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5

燃料使用量の削減 エコドライブの徹底 4 4 4 4 5 4 4 4 4 4 4 4

基準年比 5.0 ％減 低燃費車の導入検討 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4

ガソリン使用量 計画（ℓ) 371.9 332.0 349.7 372.1 404.1 348.8 315.0 327.4 334.7 364.3 324.1 246.7 4,090.8

実績（ℓ) 222.0 232.6 212.8 254.9 232.0 243.8 214.5 235.5 271.9 233.9 216.0 196.6 2,766.4

売上高100万円単位 計画比 -40.3% -29.9% -39.2% -31.5% -42.6% -30.1% -31.9% -28.1% -18.8% -35.8% -33.4% -20.3% -32.4%

軽油使用量 計画（ℓ) 265.0 227.6 225.6 220.5 250.8 256.2 230.6 220.7 363.0 261.2 233.6 183.3 2,938.1

実績（ℓ) 239.3 232.7 216.1 244.2 244.7 233.0 210.1 213.0 242.7 214.5 189.4 169.8 2,649.5

売上高100万円単位 計画比 -9.7% 2.2% -4.2% 10.7% -2.4% -9.1% -8.9% -3.5% -33.1% -17.9% -18.9% -7.4% -9.8%

廃棄物のリサイクル向上 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4

社内廃棄物の分別徹底 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4

廃棄物排出量の削減 マイコップ、マイ箸の推進 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4

基準年比 5.0 ％減 コピー用紙の削減 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4

産業廃棄物量 計画(kg) 905.3 1,039.9 862.8 824.8 1,459.9 992.1 1,086.0 742.6 1,415.1 1,503.7 893.4 930.6 12,656.2

実績(kg) 1,031.7 732.6 1,566.3 765.6 1,276.6 1,262.1 835.5 1,463.5 1,726.7 1,176.8 923.1 1,171.2 13,931.8

売上高100万円単位 計画比 14.0% -29.5% 81.5% -7.2% -12.6% 27.2% -23.1% 97.1% 22.0% -21.7% 3.3% 25.9% 10.1%

一般廃棄物量 計画(kg) 335.3 291.7 303.2 278.5 280.8 272.9 277.0 292.4 277.6 281.2 252.0 222.4 3,365.0

実績(kg) 296.1 266.1 257.9 242.5 262.8 278.6 287.6 283.5 291.7 238.5 239.5 239.9 3,184.8

売上高100万円単位 計画比 -11.7% -8.8% -15.0% -12.9% -6.4% 2.1% 3.8% -3.1% 5.1% -15.2% -5.0% 7.9% -5.4%

散水・洗車節水の徹底 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4

用水使用量の削減 手洗い時の節水の徹底 4 4 4 4 5 5 5 5 5 5 5 4

基準年比 5.0 ％減 漏水点検の実施 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4

計画(㎥) 36.9 43.1 36.9 38.4 43.7 36.4 38.3 36.0 36.6 44.2 32.9 28.7 452.1

実績(㎥) 32.2 36.4 33.7 31.1 34.9 29.6 29.7 30.9 35.1 36.0 30.6 22.3 382.3

売上高100万円単位 計画比 -12.8% -15.6% -8.7% -19.1% -20.2% -18.6% -22.4% -14.3% -4.1% -18.6% -7.0% -22.4% -15.4%

塗料缶、保管容器の点検 4 4 4 4 4 5 5 4 5 4 5 5

化学物質使用量の削減 スプレーガンの吐出量の適正化 4 4 4 4 4 4 4 5 5 5 4 4

基準年比 5.0 ％減 塗料の必要量確認、効率的使用 3 4 3 4 4 4 4 4 4 4 4 4

化学物質使用量 計画(kg) 7.3 9.2 7.5 6.6 6.7 5.3 9.5 8.2 6.7 6.5 7.7 5.6 86.8

実績(kg) 3.2 3.1 4.7 3.3 2.9 2.4 2.7 4.7 2.4 3.7 2.4 2.2 37.7

売上高100万円単位 計画比 -55.6% -66.5% -36.9% -50.7% -57.0% -53.8% -71.3% -43.0% -64.1% -42.6% -69.4% -61.5% -56.6%

5 4 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5

4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4

2 2 1 1 1 1 2 2 2 2 2 2

4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4

3 3 3 3 3 3 3 3 4 4 4 4

2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2

取組期間中の全体評価 各拠点による、水性塗料の運用や塗料の適正な管理を徹底し、効率的な使用を実施した結果が、年間使用量の削減に繋がった。

化
学
物
質
量
削
減

環　境　経　営　目　標 取　組　事　項

取組期間中の全体評価 各拠点による、残業時間の抑制および使用していないエリアのエアコン停止や消灯の管理を実施した結果が、年間電気使用量の削減に繋がった。

取組期間中の全体評価 ハイブリッド車含むガソリン車台数減によりガソリン、軽油の年間使用量の削減が図れた。

二
酸
化
炭
素
排
出
量
の
削
減

4

4

4

※金沢店、太宰府店は基準年度
   2021年度の1%減

取組期間中の全体評価
産業廃棄物排出量は、部品洗浄液の廃液や油水分離槽清掃時の汚泥の排出量が増えたため、年間を通して削減が図れなかった。
一般廃棄物排出量は、各拠点による分別などの徹底により年間排出量の削減が図れた。

3

環
境
活
動
の
推
進

グリーン購入の拡大 エコﾏｰｸ付事務用品の選択的使用

水質保全活動 工場で使用する洗剤の適正使用・削減

製品及びサービスに関する環境配慮 スチレンパネルの使用

コミュニケーションと地域貢献活動

部門間のｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝの推進

関係企業とのｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝの推進

地域活動への積極的参加

廃
棄
物
排
出
量
の
削
減

取組期間中の全体評価 各拠点による、手洗い時や洗車時の節水の徹底および漏水点検取り組みなどにより、年間用水使用量の削減に繋がった。

用
水
使
用
量
削
減

 月別の計画／実績                ■評価基準　5：ほぼ100％取組ができた　4：75％程度の取組結果であった　3：50％程度の取組結果であった　2：ほとんど取り組めなかった　1：全く取り組めなかった

4

4

※金沢店、西大阪店は基準年度
   2021年度の1%減
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■評価基準 ： 5：ほぼ100％取組ができた 4：75％程度の取組結果であった 3：50％程度の取組結果であった
2：ほとんど取り組めなかった 1：全く取り組めなかった -：該当なし

【新座工場】

【新砂工場】

【高井戸工場】

【大井工場】

エアコン室温管理の徹底 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4

事務所、工場の照明管理の徹底 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4

車両メンテナンスの徹底 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5

エコドライブの徹底 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5

リサイクル率の向上 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4

社内廃棄物の分別徹底 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5

コピー用紙の削減 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5

洗車節水の徹底 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5

手洗い時の節水の徹底 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5

5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5
3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3

3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3

集計環境経営目標 取組事項

3

10月 11月 12月 1月 2月

5

5

5

電力使用量の削減

燃料使用量の削減

廃棄物排出量の削減

用水使用量の削減

3月4月

水質保全活動

6月 7月 8月 9月5月

工場で使用する洗剤の適正使用・削減

部門間のｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝの推進
コミュニケーションと地域貢献活動

地域活動への積極的参加

4

エアコン室温管理の徹底 3 3 3 2 2 2 4 4 3 3 3 4

事務所、工場の照明管理の徹底 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4

車両メンテナンスの徹底 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4

エコドライブの徹底 4 4 4 3 3 3 4 4 4 4 4 4

リサイクル率の向上 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3

社内廃棄物の分別徹底 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4

コピー用紙の削減 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3

洗車節水の徹底 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4

手洗い時の節水の徹底 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4

3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3
4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4

1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

2月 3月 集計8月 9月 10月 11月 12月 1月環境経営目標 取組事項 4月 5月 6月 7月

3

用水使用量の削減

燃料使用量の削減 4

工場で使用する洗剤の適正使用・削減

コミュニケーションと地域貢献活動
部門間のｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝの推進

3
地域活動への積極的参加

廃棄物排出量の削減

電力使用量の削減 4

4

水質保全活動

エアコン室温管理の徹底 4 4 4 2 2 2 3 4 4 3 4 4

事務所、工場の照明管理の徹底 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4

車両メンテナンスの徹底 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4

エコドライブの徹底 4 4 4 4 3 3 4 4 4 4 4 4

リサイクル率の向上 3 4 4 4 4 4 3 4 3 4 4 3

社内廃棄物の分別徹底 4 4 4 4 4 4 4 4 5 4 4 4

コピー用紙の削減 3 3 4 4 3 3 4 4 3 3 4 3

洗車節水の徹底 4 4 4 4 5 5 5 5 5 5 5 5

手洗い時の節水の徹底 3 3 3 4 4 3 4 4 4 4 4 4

5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5
3 2 1 1 2 2 2 2 2 2 2 2

1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

12月 1月 2月 3月 集計環境経営目標 取組事項 4月 5月 6月 7月

廃棄物排出量の削減 4

用水使用量の削減

電力使用量の削減 4

燃料使用量の削減 4

8月 9月 10月 11月

4

水質保全活動 工場で使用する洗剤の適正使用・削減

コミュニケーションと地域貢献活動
部門間のｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝの推進

2
地域活動への積極的参加

エアコン室温管理の徹底 4 4 4 4 4 4 5 5 5 5 5 5

事務所、工場の照明管理の徹底 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5

車両メンテナンスの徹底 4 4 4 4 4 4 5 5 5 5 5 5

エコドライブの徹底 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4

リサイクル率の向上 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4

社内廃棄物の分別徹底 5 5 5 5 5 5 5 4 4 4 4 5

コピー用紙の削減 4 4 5 5 4 5 5 5 5 5 5 5

洗車節水の徹底 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4

手洗い時の節水の徹底 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4

5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5
3 3 3 4 4 4 4 4 4 4 4 5

3 3 3 4 4 4 4 4 4 4 4 4

2月 3月 集計8月 9月 10月 11月 12月 1月環境経営目標 取組事項 4月 5月 6月 7月

電力使用量の削減 5

燃料使用量の削減 4

廃棄物排出量の削減 5

用水使用量の削減 4

工場で使用する洗剤の適正使用・削減

コミュニケーションと地域貢献活動
部門間のｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝの推進

4
地域活動への積極的参加

水質保全活動
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【三多摩工場】

【本社】

■評価基準 ： 5：ほぼ100％取組ができた 4：75％程度の取組結果であった 3：50％程度の取組結果であった
2：ほとんど取り組めなかった 1：全く取り組めなかった -：該当なし

■再エネ導入状況

（kWh）

未導入拠点電力使用量

2,892,216

2,427,781

107,284

年度

2021年度

2022年度

再エネ拠点電力使用量

416,719

エアコン室温管理の徹底 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4

事務所、工場の照明管理の徹底 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4

車両メンテナンスの徹底 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4

エコドライブの徹底 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4

リサイクル率の向上 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4

社内廃棄物の分別徹底 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5

コピー用紙の削減 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4

洗車節水の徹底 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4

手洗い時の節水の徹底 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4

5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5
3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3

2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2

集計10月 11月 12月 1月 2月 3月環境経営目標 取組事項 4月 5月 6月 7月

燃料使用量の削減 4

電力使用量の削減 4

8月 9月

コミュニケーションと地域貢献活動
部門間のｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝの推進

3
地域活動への積極的参加

廃棄物排出量の削減 4

用水使用量の削減 4

水質保全活動 工場で使用する洗剤の適正使用・削減

未導入拠点数

2021年度 2 23

2022年度 4 21

年度 再エネ拠点数

エアコン室温管理の徹底 4 4 4 4 4 4 4 4 3 3 3 3

事務所、更衣室の照明管理の徹底 4 4 4 4 5 4 5 4 5 5 5 5

車両メンテナンスの徹底 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5

エコドライブの徹底 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5

EV車の導入検討 5 2 3 2 2 2 2 2 3 3 3 4

社内廃棄物の分別徹底 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5

コピー用紙の削減 5 5 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4

手洗い時の節水の徹底 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5

部材リサイクル率の向上 - 2 2 2 2 3 2 2 2 4 4 4

ボディの軽量化 - 2 2 2 3 3 3 2 2 4 4 4

- 5 - - - - 5 - - - - -

製品及びサービスに
関する環境配慮

電力使用量の削減

地域活動への積極的参加

廃棄物排出量の削減

11月 12月 1月

コミュニケーションと
地域貢献活動

8月

5

3

用水使用量の削減

2月 3月

4

4燃料使用量の削減

環　境　経　営　目　標 取　組　事　項 集計9月 10月4月 5月 6月 7月



事業活動にかかわる主な環境関連法令

事業活動に関して対象となる環境関連法令及び施設等は次のとおりで、随時インターネットなどで改正状
況をチェックし、年1回の遵守評価を実施しています。

■当社事業にかかわる主な環境関連法令

上記、当社事業による主要な環境関連法規などの違反はありませんでした。
また関係当局からの違反などの指摘は過去5年間なく、訴訟などもありませんでした。

■環境法令の遵守評価

12



代表者による全体評価と見直し・指示

“エコアクション21”の取り組みを開始して、今年で13年目を迎えます。2023年の更新審査時に対象となる2022年

度は、認証を取得している全25拠点で目標達成に向けて取り組みました。その結果、温室効果ガスの排出量は、

2017年度比で37％削減となりました。昨年未達成だった軽油使用量は、社有車にEV車2台を導入したこと、また、

社有車の小型化を推進したこと等により使用量削減に繋がりました。一般廃棄物も、分別を徹底し、廃棄物リサイ

クルの向上を図ったことにより排出量の削減を図ることができました。産業廃棄物に関しては、工場の水質改善の

ため、油水分離槽の清掃回数を増やし汚泥の排出量が増えたことなどにより排出量が増えました。2023年度は一

部拠点の目標値を見直し、目標達成に向け取り組んでまいります。

2023年度の実施体制は現状のままとし、目標と計画を実態に合わせて一部見直し、今後の“エコアクション21”の

推進に向け、より積極的な環境に対する姿勢を示してまいります。

ＳＧモータース株式会社

代表取締役社長 羽田 斎
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